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地域資源を活用したストリートファニチャー
―札幌市の西⚒丁目地下歩道の賑わいを目的としたストリートファニチャー―
金 子 晋 也
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本研究は，札幌市の西⚒丁目地下歩道に当地区の価値創造に資するような，地域資源
を顕在化させた空間及びストリートファニチャーのデザイン研究を実施するものである．研
究では，先行事例の検証とプロトタイピングの手法を参考として，ストリートファニチャー
のあり方を検証した．また，実施制作のための CAD-CAMを採用して⚕分の⚑スケールの
模型を作製し，実施の制作方法についても提案を行った．プロトタイピングや CAD-CAM
によるデザインは，積雪寒冷地である札幌市のものつくりのあり方を示したと考える．本研
究の成果は，2018 年⚙月に開通した西⚒丁目地下歩道に設置されている．
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The street furniture making use of local resources:
The street furniture intended for a lively scene of the underground passage at
Nishi 2 chome in Sapporo
Shinya Kaneko
School of Design, Sapporo City University
Abstract: This study intends to contribute to the creation of value in the area around the Nishi
2 chome underground passage by implementing design research on street furniture and on
spaces that make local resources tangible. This study references inspection and prototyping
methods of previous cases to examine the state of street furniture. Additionally, a 1/5-scale
model was created using a CAD-CAM for implementation production to make proposals for
implementation production methods. Prototyping-based design and CAD-CAM design were
thought to illustrate the process of making things in the city of Sapporo, which is located in a
cold and snowy region. The results of this study were installed in the Nishi 2 chome
underground walkway, which was opened in September 2018.
Keywords: Street furniture, Local resources, Pedestrian, Urban space
⚑．緒言
ニューヨークのタイムズ・スクエアは，かつて
は巨大な屋外広告と大量の車両に埋め尽くされた
空間であったが，2009 年から自動車を排除し歩行
者が安心して歩くことができる街路空間を復興し
ている．また，メルボルンのレーンウェイは，幅
が狭くエアコンの室外機やゴミ箱などしかなかっ
た路地であったが，2001 年からメルボルン市が壁
面を整理しカフェなど人間の滞留空間を誘致する
ことで，都心部に歩行者が行き交い賑わいのある
都市空間となっている(1)．2000 年代以降の都市デ
ザインをみると，屋外での人間のアクティビティ
を活性化することによって都市を再生する事例に
注目することができる．これらは，20 世紀初頭の
モータリゼーションから，人間のコミュニケー
ションを主体とした都市デザインへのパラダイム
シフトとして現代的な都市デザインのあり方を示
17SCU Journal of Design & Nursing Vol. 13, No. 1, 2019
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 13, No. 1, pp.17-26, 2019
している．
日本では，1960 年代以降に〈町づくりの手法〉
として道空間に着目した都市デザインの研究(2)
や，1969 年の旭川市の歩行者天国，2007 年から実
施されている那覇市のトランジットモールなどの
自動車規制の実践もみられるようになった．
しかし，歩行者専用の都市空間が定着した事例
は少ない．日本においては，歩行者空間は都市再
開発と併せて計画されることが多いといえる．例
えば，渋谷駅周辺開発プロジェクトのように複合
用途の高層ビルと周辺地区が一体となり街の賑わ
いを創出することを目的としたプロジェクトがみ
られる．ここでは，渋谷駅中心地区まちづくり指
針における歩行者回遊性の向上の方法として，
アーバン・コアやスカイウェイなど立体的な歩行
者空間を可視化する手法が示されている．
札幌市では 2011 年に札幌駅前通地下歩行空間
(チ・カ・ホ)が開通し，単に冬季の歩行空間の機
能だけでなく，「さっぽろ・北海道の魅力発信」を
推進するなど積雪寒冷地における都市空間のあり
方を示した．また，2018 年にさっぽろ創世スクエ
アが竣工し，将来的には札幌市民交流プラザと札
幌市役所本庁舎，札幌市営地下鉄大通駅，札幌駅
を接続する歩行者空間のネットワークが構築され
る．そのことにより，チ・カ・ホを中心とした北
海道全域の様々な地域資源の情報発信の場として
も位置付けられると考える．
本研究ではこのような背景のもと，札幌市の「西
⚒丁目地下歩道(以下，地下歩道とする)」を対象
に賑わいのある都市空間のあり方を示すことを目
的としたストリートファニチャーの計画を検討す
ることとなった．具体的には，地下歩道に計⚕箇
所のベンチ状のストリートファニチャーを設置す
るためのデザイン方針の整理と提案を行った．
地下歩道は，創世スクエアと同時に開通し，先
行するチ・カ・ホの成果を踏まえ，単に冬季や雨
天時の移動のための機能的な通路としてだけでな
く，札幌市の文化芸術意識の醸成と市民交流の拠
点としての当地区の価値創造に資するような賑わ
いのある空間が求められている．また，これらの
地下歩行空間全体が北海道の地域性を体感できる
ような一体的な場として展開することが課題とい
える．そこで，当地区の価値を可視化する方法と
して，地域資源を活用したもの・ことづくりのあ
り方から賑わいを創出するストリートファニ
チャーを検証することとした．
一般に，ストリートファニチャーは，街路空間
におかれる屋外家具類を示す．本研究の提案は，
賑わいを創出することを目的としたストリート
ファニチャーであることから，そのものが与える
イメージなど形態的側面に着目し，機能的側面に
ついては寸法などを整理することで使われ方(こ
と)を考慮することとした．また，地域資源は，札
幌市および北海道に特有の原材料やその加工産業
など物質的な事柄に範囲を限定した．
⚒．研究方法
⚑)先行研究の整理
対象である地下歩行空間に着目した近年の学術
的研究，ストリートファニチャーに関する学術的
研究や近年の先行例を整理した．また，そこから
得た知見をもとにデザイン方針を整理した．
⚒)先行事例の検証
ここでは，ストリートファニチャーのデザイン
方針を整理するため，都市デザインに関する国内
外の事例を調査し，本稿ではメルボルン市の現地
調査結果を報告する(3)．調査では，都心部のスト
リートファニチャーの事例を悉皆的に調査し，地
域性や設置場所による差異を抽出することで，提
案のための指標を得た．
⚓)札幌市の地下歩行空間におけるストリート
ファニチャーの検証
大通公園駅や札幌駅周辺のストリートファニ
チャーを対象として，類似点や違いを整理した(4)．
また，札幌における地下歩行空間の人間のアク
ティビティの関係からストリートファニチャーの
活用実態を把握した．以上の検証から，地下歩道
におけるストリートファニチャーのデザイン方針
を整理した．
⚔)プロトタイピングによるデザインの検討
さらに，本研究では，デザイン行為が従来のよ
うにブラックボックスとなることを避け，デザイ
ンのプロセスがオープンであることを目標とし
た．そこで，これらの現地調査と並行して，様々
な立場の意見がストリートファニチャーのあり方
を提案できるようなミーティングを行った(5)．そ
の検討では，プロトタイピングの手法を参考とし，
ストリートファニチャーのデザインについて，素
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材や運用などのあり方と問題点について整理し
た．
⚓．調査結果
⚑)先行研究の整理
まず，対象である地下歩行空間に着目した近年
の学術的研究をみると，松本らによる「地下街に
おける歩行者の停留・滞留行動と空間条件との関
係」3)がある．これは，待ち合わせなど目的を持っ
て立ち止まる滞留行動に加え，看板やサインなど
当初は目的がなく立ち止まる停留行動を指標とし
ている．停留行動は通路型空間で発生しやすく，
広告物や行き先をみるなどの地上への出入口付
近，携帯電話の使用といった人間の行動に起因す
るものであるとしている．また，人間の行動に関
しては，樋口らによる「オープンスペースにおけ
る滞留と物的環境要素の構成に関する研究」4)が
あり，椅子などの着座装置と飲食や会話との関係
が指摘されている．同様に，木内らの「居場所の
選択とその「きっかけ」に関する研究」5)において
もストリートファニチャーと飲食の関係に着目し
ている．
これらの研究を踏まえ，本研究が対象とする地
下歩道をみると，空間の形状は通路型かつ出入口
に近く，広告物も掲載予定であることから目的の
ない停留行動が発生することが予測される．ま
た，今回提案するストリートファニチャーはベン
チなど地面に設置するデザインを想定しているた
め，飲食など短時間の滞留行動についても考慮す
る必要がある．
また，「商業地におけるストリート・ファニチュ
アに関する研究」6)では，ストリートファニチャー
の形状や配置によって空間の質にも影響を与える
ことが示されている．しかし，形状など具体的な
特性を検証した研究は少ない．
ストリートファニチャーに関しては，まちづく
りや商業的な利用など様々な先行例がみられる．
近年のストリートファニチャーのデザインコンペ
などをみると，従来の造形的な観点のみだけでな
く，人間の行動や地域的なマテリアル，運用面な
ど様々な観点から評価されている7)．
研究背景と先行研究から，地下歩行空間の人間
のアクティビティと，マテリアルや運用など地域
性を考慮したデザイン方針とすることとした．
⚒)先行事例の検証
メルボルン市は，1850 年台のゴールドラッシュ
を機に栄えた商業都市である．温帯性気候で温暖
であるが，一日の中で寒暖差が激しく天候も変化
しやすいため四季があるといわれている．都心は
ヤラ川北岸を中心に発展し，周辺にはフリンダー
ズ・ストリート駅やシティホールなど旧市街の主
要施設がある．対岸には，美術館，音楽ホール，
ショッピングモールなどの近代的な諸施設があ
る．
また，建築家のヤン・ゲールと市の協同作業に
よって 1994 年にパブリックスペース・パブリッ
クライフの調査が行われ，どのような使われ方が
あるかについて調査が継続している．その結果，
近年ではフェデレーション広場の再開発や，都市
の裏動線であったレーンウェイの再生，都心部で
は路面電車が無料で利用できるなど，歩行者空間
が拡充している．舗装やストリートファニチャー
のデザインの統一性はあるものの，それが画一的
な手法ではなく都市の局所的な場所性に対応して
いる点に特徴がある．都心部の路上では，スト
リートミュージシャンや路上アートなど様々な活
動が展開している様子がみられる．
これに対し，札幌市の事例をみると，まず官民
の境界線でデザインの方針が異なり，パッチワー
クのような都市空間を形成している点が異なる．
これは，日本各地でも同様であり，この東京駅の
地下歩行空間など典型的な事例であった．このこ
とから，賑わいを意図したデザインであっても都
市全体の特徴や地域性を反映したデザインをみる
ことは難しい．
また，本研究の課題とした地域資源のあり方に
ついても，日本国内で地場産の木材を用いたもの
などはみられるが，その形態をみると作家性がつ
よく打ち出されるものなど，必ずしも都市空間の
あり方からデザインしたと思われる事例ではない
ことが他都市の事例から明らかとなった．
そこで，本研究では都市デザインの方針が明解
にとらえられる事例として，メルボルン市のスト
リートファニチャーを対象とした調査を行った．
事前調査として，メルボルン市のドキュメント
『City of Melbourne』やヤン・ゲールの図書を参考
資料として，屋外の公共空間を調査した．
しかし，日本国内ではメルボルン市のストリー
トファニチャーに着目した報告はほとんどみられ
なかった．そこで，現地調査を行い，街路におけ
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るベンチなどのストリートファニチャーの具体的
事例を観察した．対象地区として，はじめにシ
ティホールを中心とした旧市街の事例を調査し
た．さらに，調査地域を拡大し，メルボルン博物
館，クイーンズヴィクトリア市場，国立植物園や，
ウォーターフロント再開発地区のドックランズの
ストリートファニチャーの調査を行った．
その結果，メルボルン旧市街では，写真⚑，⚒，
⚓のように，ベンチがステンレスの簀の子状のデ
ザインに統一されていた．これは，天候が変化し
やすい地域では雨水を流すなどの利点があると考
えられる．ベンチの脚は埋込式であり，接地面も
少なく座面が浮遊してみえる軽快な構造であっ
た．さらに，背もたれや座面の形状は人間の身体
に合わせた有機的な曲線であった．また，背後に
壁面がある場合は背もたれが高く，歩行者数が多
い商業地やトラム付近では背もたれが無いなど，
滞留を考慮した形状であることが分かった．
写真⚑，⚒，⚓のベンチの施工会社は，メルボ
ルン市内の会社(The Urban Design Group)であ
り，CAD によって様々な形態のシートをデザイ
ン・生産していることが分かった．
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写真 3 旧市街地のトラム付近のベンチ
写真 4 ヤラ川遊歩道のベンチ
写真 5 ヤラ川遊歩道の喫煙所ベンチ
写真 6 旧市街地住宅地のベンチ
写真 1 シティホール前のベンチ
写真 2 旧市街商業地区のベンチ
また，ヤラ川周辺や旧市街地のベンチの色彩は，
写真⚔，⚕，⚖のように設置場所や建築・自然な
どの周辺環境に合わせて変化させることが分かっ
た．
一方，旧市街から少し離れた植物園や市場など
では木製の座面が使用されているものもみられた
(写真⚗，⚘)．また，市場やドックランズではコ
ンクリートや鉄骨を用いた重厚な構造のものも多
く，都心部とは対象的なストリートファニチャー
がみられた．(写真⚙)
写真 7 植物園のベンチ
写真 8 市場のベンチ
写真 9 ドックランズのベンチ⚑
なかには，写真 10 のように装飾性に特化した
ものや，写真 11 のようにランドスケープと一体
となったものなどもみられたが，街路空間におい
てはメルボルン旧市街の事例にみられる様に意匠
性や機能性が主張しないデザインが適していると
考えられる．
本研究の与条件として⚕箇所の設置が予定され
ていることから，メルボルン旧市街の様に一定の
デザインコードを整理することにした．
写真 10 旧市街地の装飾的ベンチ
写真 11 ドックランズのベンチ⚒
⚓)札幌市の地下歩行空間におけるストリート
ファニチャーの検証
札幌市では，先述の通り 2011 年にチ・カ・ホが
開通し，それに合わせて様々な常設のストリート
ファニチャーが設置されている．そこで，大通駅
から札幌駅にかけて地下歩行空間を調べたとこ
ろ，チ・カ・ホ，小鳥の広場周辺，500 m美術館，
札幌駅でそれぞれ異なる事例がみられた．
まず，滞留・停留行動がみられた場所としてチ・
カ・ホと小鳥の広場周辺があげられる．特に，赤
レンガテラス出入口に面する地下空間(写真 12)
に設置された木製のベンチや，小鳥の広場周辺の
ステンレスの円柱状のベンチ(写真 13)では，携帯
の操作や待ち合わせなどの行為が観察できた．こ
れらは，出入口や広場など人のたまりが出来やす
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い場所であるためと考えられる．
これに対し，チ・カ・ホの石材のベンチ(写真
14)，サッポロスマイルのロゴのベンチ(写真 15)，
札幌駅の彫刻的なベンチ(写真 16)は着座行為よ
りも，公共空間における記号性やオブジェとして
の機能が重視されていると思われる．
以上の点から，本提案では過度な作品性を目的
とせず，マテリアルは熱伝導率が低く冬季も不快
感の少ない木材を座面に使用することとした．
また，大通公園周辺の地下歩行空間におけるス
トリートファニチャーの類似点として，木材や石
材など自然素材を用いている点があげられる．
500 m 美術館においても，集成材を用いたベンチ
が設置されているなど，木材を使用した事例が多
い．木材は，札幌の地下歩行空間で多く用いられ
ている点から，周辺環境に馴染みやすいと考えら
れる．
⚔)プロトタイピングによるデザインの検討
制作における素材や運用などの問題点を抽出す
るため，異なる性質のストリートファニチャーを
提案し，その内容について検討を行なった．⚑回
目のミーティングでは，⚓案をもとにおおまかな
シルエットやイメージを検討した．
A 案(図⚑)は，FRP を素材として，草地のイ
メージした案である．近隣の大通公園や，モエレ
沼公園，田畑や牧草地を連想させる．また，断面
の角度は，人体の座る寸法を想定している．B案
(図⚒)は，背もたれ部分のスチールのシルエット
を，様々な形態を連想させるように湾曲させた案
である．複数個を組み合わせる事により，シル
エットのまとまりや照明によって落ちる陰が地下
のインテリアを華やかにする事を想定している．
C案(図⚓)は，彫塑的な形態をイメージした案で
22 札幌市立大学研究論文集 第 13 巻 第 1号(2019)
写真 12 赤レンガテラス出入口のベンチ
写真 13 小鳥の広場周辺のベンチ
写真 14 チ・カ・ホのベンチ⚑
写真 15 チ・カ・ホのベンチ⚒
写真 16 札幌駅北口地下歩行空間のベンチ⚒
ある．札幌市内に点在する現代彫刻(イサム・ノ
グチ，安田侃等)を連想させるものとした．
その結果，防犯面，形状の危険性，ストリート
ファニチャーの重量が主な課題であることが分
かった．重量についてはミーティング後の検討
で，地下歩行空間の構造から 50 kg/m2以内とす
ることとなった．また，設置方法についても，壁
や天井には接しない構造とすることが確認され
た．また，検討の結果，イメージについてはシン
プルなB案をもとに検討することとなった．
図 1 A案
図 2 B案
図 3 C案
⚒回目のミーティングでは，前回の指摘内容を
踏まえ，新たな⚓案をもとに検討した．D案(図
⚔)は，簀の子状の座面とキャンチレバーの注脚
の構成とした．座面にテーパー(斜めカット)をい
れることで，軽やかな印象を創出．座面位置を高
くし，奥行きを狭くする事で簡易的な腰掛けや荷
物置きに利用できる．E案(図⚕)は，前回のB案
を修正した案である．幅広の座面と注脚は全てス
チールによる構成とした．シルエットを強調する
ため，各部材は溶接しシームレスな造形を意図し
ている．座面高さは通常のストリートファニ
チャーより低めに設定し，多世代の利用と多方向
へ人の向きかが向く事で様々なシーンを演出する
ことを想定している．F案(図⚖)は，木の無垢材
の座面とスチールパイプの注脚の構成のものであ
る．座面は局率のあるテーパーで軽やかにみせ，
座る部分には窪みをつける等，触りたくなる様な
素材感を意図している．座面の印象を強くするた
め，注脚は逆 U 字のシンプルなものを仕様．座
面の高さ，奥行きは一般的なストリートファニ
チャーのベンチの寸法を踏襲している．都会の中
に暖かみのあるオブジェとしても位置付けられる
事を意図している．
図 4 D案
図 5 E案
図 6 F案
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その結果，特殊な形状については，メンテナン
スや歩行の妨げとなる点が課題であり，座面の支
持方法も検討が必要であることが分かった．
以上の調査と検討を踏まえ，本制作ではF案を
原案とし，実施案を⚓点制作することとなった．
⚔．考察
まず，シルエットは，過度な作品性を目的とせ
ず外形は地下歩行空間の矩形を採用し，空間全体
と調和するものを目指した．細部において，座面
では木材特有の加工性の高さを生かし，テーパー
をつけたりアールを持たせたりすることで，木材
の性質を生かし思わず触れてみたくなるような座
面と背板のシルエットを目指した．さらに，細部
における造形は，周囲との異化を意図している．
これらの造形意図は，都市と自然が近いという札
幌の特性にも合致すると思われる．
また，テクスチャーについて，地下歩道は，チ・
カ・ホの仕上げを踏襲し天井と壁の主なテクス
チャーがアルミ積層複合板，床面がタイル仕上げ
でグレイ調(6)という点から，注脚については天
井・壁と類似した金属系の素材とした．これに対
し，座面は木材とすることとしたため，周辺環境
を反映した注脚部分と対比的なテクスチャーとな
る．そのため，座面が周辺環境から浮遊してみえ
る視覚的効果が期待できる．
模型制作では，事前に実寸スケールでの断面ス
ケッチなどで座面の曲線を検討した手描きの図面
を，Solid Works を用いてスケッチに近似した曲
率で座面のモデリングを行った．
座面のモデリングについては，大きなくり貫き
のあるものと，波型の曲線が反復するものの⚒点
を作成した．それらを CAM機器で掘削し，座面
の⚕分の⚑スケールの模型を作成し(写真 17)，塗
装によってテクスチャーを表現した．
柱脚に関しても同様に，Solid Works を用いて，
座面の印象が軽快になるようキャンチレバーの⚒
点支持で背もたれがあるデザインをそれぞれの座
面に提案した(図⚗，⚘)．また，波型の座面に関
しては，アーチのような形式で支持するデザイン
も併せて提案した(図⚙)．模型製作では，金工作
業によって座面の模型に取り付けた．
図 9 実施案⚓
図 8 実施案⚒
図 7 実施案⚑
⚕．結論
本研究では，先行事例とプロトタイピングの手
法により，地下歩道のストリートファニチャーの
デザイン方針を整理した．先行研究と先行事例の
調査では，事前にストリートファニチャーに関す
る様々な可能性と課題点が整理できたといえる．
特に，先進的な事例を検証することで，プロトタ
イピングのコンセプトを集約することに寄与し，
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写真 17 CCAMで掘削した座面の模型
プロジェクトの方向性を決めることができたと考
える．
また，公共的なプロジェクトにおいては，様々
な立場の意見を集約することが求められるため，
プロトタイピングの手法はある程度有効であると
いえる．一方で，この手法では，ある条件で可能
なコンセプトの許容範囲を様々な立場の主体が共
有し，デザインチームとして参加することが重要
であることが分かった．
さらに，結果を踏まえて，CAD-CAMなどデザ
インのプロセスがオープンになることを考慮し模
型による提案を行った．模型制作では，手描きの
アイデアスケッチをCADでデジタル化し，CAM
で実際の模型としてアウトプットできる点で優れ
ていると思われる．しかし，柱脚に関しては，従
来の制作工程となったため今後の改良が必要であ
る．具体的には，異なる機能やマテリアルの部材
の接合部の課題が残った．
このように，プロトタイピングや CAD-CAM
は，公共に開かれ，先端技術によって木材資源を
活用する試みであり，積雪寒冷地である札幌市の
「ものつくり」の可能性も提案したと考える．
この調査結果と制作物の提案を踏まえて，2018
年⚙月の地下歩道開通に合わせて，本研究で提案
したストリートファニチャーのうち実施案⚓をも
とに施工，設置された(写真 18，19，図 10)．
実施では，以下の方針で設計されたことが報告
された．まず，座面が道産材のナラ材とした．脚
部は剛性を保つ構造に意匠フレームを付け加える
方針とし，金物の塗装はシルバーメタリック色と
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図 10 ストリートファニチャーの三面図(1/20)
写真 18 設置された様子 写真 19 ストリートファニチャー
した．また，床が斜面になっており，脚の長さを
それぞれ設計されたが，これは何気なく収まって
いるように配慮され，長年使用される姿をイメー
ジし，安全・安心に製作された．
この様に，本研究で提案したストリートファニ
チャーは，施工段階まで一貫して，長期間の使用
が重視されており，長年その場所にある意義が多
方面から検討されたと考えられる．これは，札幌
市の文化芸術意識の醸成と市民交流の拠点として
の当地区の価値創造に資するような賑わいのある
空間の一助となったと考える．
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注
(1)これらのプロジェクトは，1960 年代からヤン・ゲー
ルによって主導されたパブリックスペースにおけ
る歩行者の行動に関する研究を背景としたもので
あり，その実践は世界各国で展開されている．文
献⚑)の『人間の街 公共空間のデザイン』では，
「一般に子供と若者はどこにでも，また何にでも座
ることができる」とし，「高齢の人たちに快適な座
り場所を提供することが特に重要である」と指摘
している．この点は，本研究においても示唆が得
られる点である．
(2)都市住宅では，早稲田大学道空間ゼミナールが
1972～74 年までの研究の一部が文献⚒)にまとめ
られている．これは，日本における街路空間の研
究として先駆的なものと思われる．
(3)現地調査は，2017 年⚙月 10 日から 13 日に行った．
(4)現地調査は，2017 年⚔月から 10 月にかけて行っ
た．
(5)ミーティングは，2017 年⚘月 30 日と 10 月 20 日
に，札幌市立大学芸術の森キャンパスで札幌市建
設局土木部道路課施設計画係の関係者と行った．
(6)タイルの色彩は，10-E 蝦夷梟(えぞふくろう)と
10-F 開拓史(かいたくし)の中間色の⚒色が採用
予定である．
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